
(57)【要約】

【課題】本発明は、内視鏡システムにおいて、観察に十

分かつ必要最小限の光量の確保と、発光素子の早期熱劣

化の防止と、可能な限りの消費電力の低減と、を提供す

る。

【解決手段】本発明の内視鏡システム１は、被写体を照

明する発光ダイオード（LED）８と、その被写体からの

反射光を受光し画像信号を生成する電荷結合素子（CCD

）５と、その画像信号を画像処理し観察画像を得る画像

処理部１１と、その観察画像から被写体の明るさを検出

し輝度信号を生成する信号検出部１４と、上記画像処理

部１１から上記観察画像を受信した時、信号検出部１４

から受信した輝度信号が、予め決められた輝度に達して

おらず、かつ上記画像処理部１１における画像処理の予

め決められた制御範囲の限界値に達してしまう場合に、

照明光量を増加もしくは減少させるLED駆動制御信号LC

をLED駆動部１３に送信するシステム制御部１５と、を

含んで構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 素 子 を 含 ん で 構 成 さ れ る 照 明 手 段 に よ り 被 写 体 を 照 明 し 、 そ の 被 写 体 か ら の 反 射 光
を 受 光 す る 撮 像 素 子 を 含 ん で 構 成 さ れ る 撮 像 手 段 に よ り 画 像 信 号 を 生 成 し て 、 観 察 画 像 を
得 る 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 撮 像 し て 生 成 し た 画 像 信 号 に 基 づ い て 、 予 め 決 め ら れ た 明 る さ の 上 記 観 察 画 像 を 得 る た
め の 明 る さ を 制 御 す る 明 る さ 制 御 信 号 を 生 成 す る 明 る さ 制 御 手 段 を 含 ん で 構 成 さ れ る 画 像
処 理 部 と 、
　 上 記 観 察 画 像 に 基 づ い て 被 写 体 の 明 る さ を 検 出 し 、 明 る さ を 示 す 信 号 を 生 成 す る 明 る さ
検 出 部 と 、
　 上 記 画 像 処 理 部 か ら 上 記 画 像 信 号 を 受 信 し た 時 、 上 記 明 る さ 検 出 部 か ら 受 信 し た 上 記 明
る さ を 示 す 信 号 と 上 記 明 る さ 制 御 信 号 と に 基 づ い て 、 照 明 光 量 を 増 加 、 も し く は 減 少 さ せ
る 照 明 手 段 制 御 信 号 を 決 定 し 、 上 記 照 明 手 段 制 御 信 号 を 上 記 照 明 手 段 へ 送 信 す る 制 御 部 と
、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 上 記 観 察 画 像 の 予 め 決 め ら れ た 明 る さ 目 標 値 と し て の 所 定 値 を 記 憶 す る 第 １ の
記 憶 部 を 有 し 、
　 上 記 制 御 部 は 、 上 記 明 る さ を 示 す 信 号 と 上 記 所 定 値 が 等 し い と き 、 上 記 明 る さ 制 御 信 号
に 基 づ い て 上 記 照 明 手 段 の 照 明 光 量 を 減 少 さ せ る 上 記 照 明 手 段 制 御 信 号 を 決 定 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 複 数 の 照 明 手 段 制 御 テ ー ブ ル を 記 憶 す る 第 ２ の 記 憶 部 を 有 し 、
　 上 記 制 御 部 は 、 上 記 明 る さ 検 出 部 か ら の 上 記 明 る さ を 示 す 信 号 と 、 上 記 画 像 処 理 部 の 上
記 明 る さ 制 御 手 段 の 上 記 明 る さ 制 御 信 号 と 、 に 基 づ い て 、 上 記 複 数 の 照 明 手 段 制 御 テ ー ブ
ル の 中 か ら 一 つ の 上 記 照 明 手 段 制 御 テ ー ブ ル を 選 択 し 、 選 択 し た 上 記 照 明 手 段 制 御 テ ー ブ
ル に 基 づ い た 上 記 照 明 手 段 制 御 信 号 を 、 上 記 照 明 手 段 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 照 明 手 段 に お け る 発 光 素 子 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 照 明 手 段 は 、 上 記 発 光 素 子 を 駆 動 す る 発 光 素 子 駆 動 回 路 を 有 し 、
　 上 記 発 光 素 子 駆 動 回 路 は 、 定 電 流 回 路 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 発 光 素 子 駆 動 回 路 は 、 上 記 照 明 手 段 制 御 信 号 に 基 づ き 、 上 記 定 電 流 回 路 の
電 流 値 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 照 明 手 段 に お け る 発 光 素 子 駆 動 回 路 は 、 時 定 数 回 路 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、 上 記 明 る さ 制 御 手 段 は 、 自 動 露 出 機 能 と し て 、 電 子 シ ャ ッ タ 機 能 と 、 オ ー ト ゲ
イ ン コ ン ト ロ ー ル 機 能 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の
い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 発 光 素 子 を 含 ん で 構 成 さ れ る 照 明 手 段 に よ り 被 写 体 を 照 明 し 、 そ の 被 写 体 か ら の 反 射 光
を 受 光 す る 撮 像 素 子 を 含 ん で 構 成 さ れ る 撮 像 手 段 に よ り 画 像 信 号 を 生 成 し て 、 観 察 画 像 を
得 る 内 視 鏡 に 接 続 可 能 な 内 視 鏡 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 撮 像 し て 生 成 し た 画 像 信 号 に 基 づ い て 、 予 め 決 め ら れ た 明 る さ の 上 記 観 察 画 像 を 得 る た
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め の 明 る さ を 制 御 す る 明 る さ 制 御 信 号 を 生 成 す る 明 る さ 制 御 手 段 を 含 ん で 構 成 さ れ る 画 像
処 理 部 と 、
　 上 記 観 察 画 像 に 基 づ い て 被 写 体 の 明 る さ を 検 出 し 、 明 る さ を 示 す 信 号 を 生 成 す る 明 る さ
検 出 部 と 、
　 上 記 画 像 処 理 部 か ら 上 記 画 像 信 号 を 受 信 し た 時 、 上 記 明 る さ 検 出 部 か ら 受 信 し た 上 記 明
る さ を 示 す 信 号 と 上 記 明 る さ 制 御 信 号 と に 基 づ い て 、 照 明 光 量 を 増 加 、 も し く は 減 少 さ せ
る 照 明 手 段 制 御 信 号 を 決 定 し 、 上 記 照 明 手 段 制 御 信 号 を 上 記 照 明 手 段 に 送 信 す る 制 御 部 と
、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 制 御 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 光 素 子 を 光 源 と し て 使 用 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 及 び 内 視 鏡 制 御 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 例 え ば 体 腔 内 臓 器 の 観 察 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 を 用 い
て 治 療 処 置 を 行 う 医 療 分 野 、 ま た 、 ボ イ ラ 、 タ ー ビ ン 、 エ ン ジ ン 、 化 学 プ ラ ン ト 等 の 内 部
の 傷 、 腐 食 等 の 観 察 、 検 査 を 行 う 工 業 分 野 、 に お い て 幅 広 く 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な
内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て は 、 内 視 鏡 先 端 部 に 設 け た 光 源 か ら 、 被 写 体 へ 照 明 光 を 照 射 し 、
観 察 を 行 う も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 照 明 光 を 発 生 さ せ る 光 源 装 置 と し て 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 、 LEDと 略 す ） を 用
い る も の が 種 々 存 在 す る 。 そ れ ら の 内 視 鏡 シ ス テ ム に は 、 照 明 光 の 光 量 が 不 足 し た 場 合 、
例 え ば 、 ス イ ッ チ な ど の 光 量 調 節 手 段 を 設 け 、 そ の 光 量 調 節 手 段 を 操 作 す る こ と に よ っ て
、 LEDの 明 る さ を 自 由 に 調 整 す る こ と が 可 能 な も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の よ う な 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 光 量 調 節 の 方 法 と し て 、 LEDを 高 電 力 に よ っ て 駆 動
さ せ 、 絞 り な ど を 用 い て 光 量 を 調 節 す る と い う 方 法 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 高 電 力 供 給 に 伴 う LEDの 温 度 上 昇 は 、 定 格 温 度 を 越 え た 温 度 に お け る LED駆 動 の 原
因 と な り 、 結 果 と し て 早 期 の LEDの 熱 劣 化 を 引 き 起 こ し て し ま う 。 そ の 熱 劣 化 を 防 止 す る
た め LED駆 動 回 路 に 、 LEDに 供 給 す る 電 力 を 制 限 す る 制 限 回 路 と 、 そ の 制 限 動 作 の オ ン オ フ
を 切 り 替 え る 切 り 替 え ス イ ッ チ と 、 を 設 け る こ と に よ っ て 、 LEDへ の 過 剰 な 電 力 の 供 給 を
制 限 す る 方 法 も 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 特 開 2003-243713号 公 報 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-243713号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 制 限 回 路 を 設 け た 場 合 、 照 明 光 量 を 上 げ よ う と し て も 制 限 範 囲
を 超 え た 光 量 は 得 る こ と が で き な い 。 そ の 結 果 、 内 視 鏡 が 挿 入 さ れ て い る 空 間 に 対 し て 、
観 察 に 必 要 な 光 量 が 確 保 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 切 り 替 え ス イ ッ チ に よ り 制 限 回 路 を 動 作 さ せ な い 状 態 に お い て LEDを 使 用 し た 場
合 、 常 時 光 量 を 上 げ た ま ま 観 察 を 行 う こ と に な り 、 結 果 と し て LEDの 早 期 熱 劣 化 を 引 き 起
こ し 、 か つ 、 電 力 消 費 が 大 き く な っ て し ま う と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 は 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 観 察 に 十 分 な 光 量 の 確 保 が
実 現 で き 、 か つ 、 発 光 素 子 の 早 期 熱 劣 化 の 防 止 を 図 り 、 さ ら に は 、 可 能 な 限 り 必 要 最 小 限
の 電 力 消 費 に 抑 え る こ と が で き る よ う に 発 光 素 子 を 駆 動 す る こ と が で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 発 光 素 子 を 含 ん で 構 成 さ れ る 照 明 手 段 に よ り 被 写 体 を
照 明 し 、 そ の 被 写 体 か ら の 反 射 光 を 受 光 す る 撮 像 素 子 を 含 ん で 構 成 さ れ る 撮 像 手 段 に よ り
画 像 信 号 を 生 成 し て 、 観 察 画 像 を 得 る 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ っ て 、 撮 像 し て 生 成 し た 画 像 信
号 に 基 づ い て 、 予 め 決 め ら れ た 明 る さ の 上 記 観 察 画 像 を 得 る た め の 明 る さ を 制 御 す る 明 る
さ 制 御 信 号 を 生 成 す る 明 る さ 制 御 手 段 を 含 ん で 構 成 さ れ る 画 像 処 理 部 と 、 上 記 観 察 画 像 に
基 づ い て 被 写 体 の 明 る さ を 検 出 し 、 明 る さ を 示 す 信 号 を 生 成 す る 明 る さ 検 出 部 と 、 上 記 画
像 処 理 部 か ら 上 記 画 像 信 号 を 受 信 し た 時 、 上 記 明 る さ 検 出 部 か ら 受 信 し た 上 記 明 る さ を 示
す 信 号 と 上 記 明 る さ 制 御 信 号 と に 基 づ い て 、 照 明 光 量 を 増 加 、 も し く は 減 少 さ せ る 照 明 手
段 制 御 信 号 を 決 定 し 、 決 定 し た 上 記 照 明 手 段 制 御 信 号 を 上 記 照 明 手 段 に 送 信 す る 制 御 部 と
を 具 備 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 制 御 部 が 、 観 察 画 像 の 明 る さ に 応 じ て 上 記 照 明 手 段 の 光 量 を 制 御
す る こ と に よ り 、 観 察 に 十 分 か つ 必 要 最 小 限 の 光 量 の 確 保 と 、 上 記 発 光 素 子 の 早 期 熱 劣 化
の 防 止 と 、 可 能 な 限 り の 消 費 電 力 の 低 減 と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 　
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 図 １ か ら 図 ３ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 図 で あ る 。 図 １ は 内 視 鏡 シ ス テ ム の 概
略 構 成 図 で あ る 。 図 ２ は LED駆 動 部 １ ３ の 回 路 図 で あ る 。 図 ３ は 光 量 調 節 処 理 の 流 れ の 例
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 細 長 の 挿 入 部 ２ と 、 挿 入 部 ２ の 基 端 部 に
接 続 さ れ た 本 体 部 ３ と 、 本 体 部 ３ と 接 続 さ れ た 表 示 部 ４ と 、 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に お い て 、 挿 入 部 ２ は 、 電 荷 結 合 素 子 （ 以 下 、 CCDと 略 す ） ５
と 、 レ ン ズ ６ と 、 LED８ と 、 を 先 端 部 に 有 す る 。 そ し て 、 挿 入 部 ２ に は 、 複 合 同 軸 ケ ー ブ
ル ７ と 、 ケ ー ブ ル ９ と 、 が 内 挿 さ れ て い る 。 本 体 部 ３ は 、 CCD駆 動 部 １ ０ と 、 画 像 処 理 部
１ １ と 、 LED駆 動 部 １ ３ と 、 明 る さ 検 出 部 と し て の 信 号 検 出 部 １ ４ と 、 制 御 部 と し て の シ
ス テ ム 制 御 部 １ ５ と 、 記 憶 部 ２ ２ と 、 を 有 す る 。 CCD５ は 、 複 合 同 軸 ケ ー ブ ル ７ に よ っ て
、 本 体 部 ３ 内 の CCD駆 動 部 １ ０ と 、 画 像 処 理 部 １ １ と 、 に 接 続 さ れ て い る 。 LED８ は ケ ー ブ
ル ９ に よ っ て 、 本 体 部 ３ 内 の LED駆 動 部 １ ３ と 、 に 接 続 さ れ て い る 。 撮 像 素 子 で あ る CCD５
と CCD駆 動 部 １ ０ と に よ っ て 、 撮 像 手 段 は 構 成 さ れ る 。 さ ら に 、 発 光 素 子 で あ る LED８ と LE
D駆 動 部 １ ３ と に よ っ て 、 照 明 手 段 は 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 体 部 ３ 内 の シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 図 示 し な い ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス か ら の 入 力
信 号 、 例 え ば 、 露 光 時 間 変 更 信 号 、 LED点 灯 信 号 、 LED消 灯 信 号 等 、 を 受 信 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ １ へ ケ ー ブ ル ２ １ を 介 し て 、 上 記 入 力 信 号 に
対 応 す る 各 種 画 像 処 理 制 御 信 号 を 伝 送 す る 。 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 CCD駆 動 部 １
０ へ ケ ー ブ ル １ ８ を 介 し て CCD駆 動 制 御 信 号 を 伝 送 す る 。 さ ら に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は
、 LED駆 動 部 １ ３ へ ケ ー ブ ル ２ ０ を 介 し て 、 照 明 手 段 制 御 信 号 と し て の LED駆 動 制 御 信 号 LC
を 伝 送 す る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 LED駆 動 部 １ ３ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ か ら の LED駆 動 制 御 信 号 LCに 基 づ き 、 LED８
を 駆 動 す る 。 LED駆 動 部 １ ３ の 構 成 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の LED８ に よ っ て 照 明 さ れ た 被 写 体 か ら の 反 射 光 は 、 レ ン ズ ６ に よ り 結 像 さ れ る 。 CCD
５ は 、 レ ン ズ ６ の 結 像 位 置 に 配 置 さ れ 、 被 写 体 像 が CCD５ の 撮 像 面 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 CCD5は 、 複 合 同 軸 ケ ー ブ ル ７ を 介 し て CCD駆 動 部 １ ０ か ら 受 信 し た 、 CCD駆 動 信 号 に 基 づ
く タ イ ミ ン グ に 応 じ て 光 電 変 換 を 行 う 。 光 電 変 換 さ れ た 画 像 信 号 は 、 CCD５ か ら 複 合 同 軸
ケ ー ブ ル ７ を 介 し て 画 像 処 理 部 １ １ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 画 像 処 理 部 １ １ は 、 予 め 決 め ら れ た 明 る さ の 観 察 画 像 を 得 る た め の 明 る さ 制 御 手 段 と し
て の 、 自 動 露 出 （ 以 下 、 AEと 略 す ） 機 能 で あ る 電 子 シ ャ ッ タ 機 能 と オ ー ト ゲ イ ン コ ン ト ロ
ー ル （ 以 下 、 AGCと 略 す ） 機 能 を 備 え る 。 そ し て 、 画 像 処 理 部 １ １ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １
５ か ら ケ ー ブ ル ２ １ を 介 し て 受 信 し た 画 像 処 理 制 御 信 号 に 従 っ て 画 像 処 理 を 行 う 。 さ ら に
、 画 像 処 理 部 １ １ は 、 AE機 能 に よ り 観 察 画 像 が 予 め 決 め ら れ た 明 る さ に な る よ う に 、 画 像
処 理 も 行 う 。 す な わ ち 、 AE機 能 は 、 明 る さ を 制 御 す る 明 る さ 制 御 信 号 と し て の 電 子 シ ャ ッ
タ レ ベ ル と AGCレ ベ ル の そ れ ぞ れ の 信 号 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 観 察 画 像 を 予 め 決 め ら
れ た 明 る さ に な る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 画 像 処 理 部 １ １ は 、 同 軸 ケ ー ブ ル １ ２ を 介 し て 表 示 部 ４ へ 、 画 像 処 理 を 行 っ て 得
ら れ た 画 像 信 号 を 伝 送 す る 。 上 記 表 示 部 ４ は 、 受 信 し た 画 像 信 号 の 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 信 号 検 出 部 １ ４ は 、 ケ ー ブ ル １ ７ を 介 し て 画 像 処 理 部 １ １ と 接 続 さ れ 、 画 像 処 理
し て 得 ら れ た 画 像 の 明 る さ を 検 出 し 、 明 る さ を 示 す 信 号 と し て の 輝 度 信 号 レ ベ ル を 決 定 す
る 。 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 ケ ー ブ ル １ ６ を 介 し て 信 号 検 出 部 １ ４ に 接 続 さ れ 輝
度 信 号 レ ベ ル を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 ケ ー ブ ル １ ９ を 介 し て 画 像 処 理 部 １ １ と 接 続 さ れ 、 上
述 の 各 種 画 像 処 理 を 行 っ て 用 い ら れ た 明 る さ 制 御 信 号 を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 予 め 決 め ら れ た 明 る さ の 目 標 値 と し て の 所 定 値 を 記 憶 す
る 記 憶 部 ２ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ れ に よ り 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 受 信 し た 輝 度 信 号 レ ベ ル と 、 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル
と AGCレ ベ ル の 明 る さ 制 御 信 号 と 、 所 定 値 と に 基 づ い て 得 ら れ た 画 像 の 明 る さ が 目 標 の 明
る さ で あ る か ど う か を 判 定 す る 。 そ れ ら の 結 果 か ら 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 LED駆 動 制
御 信 号 LCを 決 定 す る 。 そ の 決 定 方 法 に つ い て の 詳 細 は 後 述 す る 。 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部
１ ５ は 、 LED駆 動 部 １ ３ へ ケ ー ブ ル ２ ０ を 介 し て 、 決 定 し た LED駆 動 制 御 信 号 LCを 伝 送 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 述 し た LED駆 動 部 １ ３ は 、 電 子 ボ リ ュ ー ム ４ ０ と 、 オ ペ ア ン プ ４
１ と 、 ト ラ ン ジ ス タ ４ ２ と 、 抵 抗 ４ ３ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 定 電 流 回 路 に よ っ て 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 子 ボ リ ュ ー ム ４ ０ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ か ら 受 信 し た LED駆 動 制 御 信 号 LCに 基 づ い
て 、 内 部 の 抵 抗 値 を 変 化 さ せ る 。 そ の 内 部 の 抵 抗 値 の 変 化 に よ っ て 可 変 さ れ た 出 力 電 圧 は
、 負 帰 還 に よ り 動 作 す る オ ペ ア ン プ ４ １ に 入 力 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ ４ １ の 出 力 は 、
ト ラ ン ジ ス タ ４ ２ の ベ ー ス に 接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ４ ２ の エ ミ ッ タ 側 に は 、 抵 抗 ４ ３ が
接 続 さ れ る 。 こ の 抵 抗 ４ ３ は 、 そ の 抵 抗 値 に よ っ て LED８ に 流 れ る 電 流 の 最 大 値 を 予 め 決
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定 す る 。 そ し て 、 ト ラ ン ジ ス タ ４ ２ の コ レ ク タ は 、 ケ ー ブ ル ９ を 介 し て LED８ の カ ソ ー ド
に 接 続 さ れ 、 さ ら に LED８ の ア ノ ー ド は 、 LED駆 動 電 源 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態
に お い て は 、 LED８ は 、 複 数 の LED素 子 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 光 量 制 御 処 理 の 詳 細 を 以 下 に 説 明 す る 。 　
　 図 ３ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ に お け る 光 量 制 御 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。 図 ３ の 処 理 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 画 像 処 理 部 １ １ か ら 映 像 信 号 を 受 信 す る 度 に
実 行 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S１ １ に お い て 、 信 号 検 出 部 １ ４ は 、 画 像 処 理 部 １ １ か ら 受 信 し た 画 像
信 号 に 基 づ い て 輝 度 信 号 レ ベ ル 、 例 え ば 画 面 全 体 の 輝 度 平 均 に よ る 輝 度 信 号 レ ベ ル 、 を 検
出 し 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ へ ケ ー ブ ル １ ６ を 介 し て 伝 送 す る 。 従 っ て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １
５ は 、 輝 度 信 号 レ ベ ル を 確 認 、 す な わ ち 輝 度 信 号 レ ベ ル を 受 信 し 、 ス テ ッ プ S１ ２ に 移 行
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S１ ２ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ １ か ら ケ ー ブ ル
１ ９ を 介 し て 、 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル を 受 信 す る 。 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル が 大 き い ほ ど 、 す な
わ ち 、 い わ ゆ る シ ャ ッ タ ー ス ピ ー ド が 速 い ほ ど 、 画 像 処 理 部 １ １ が 、 撮 像 し た 画 像 を 画 像
処 理 に よ っ て 暗 く 調 整 し て い る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ S１ ３ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ １ か ら ケ ー ブ
ル １ ９ を 介 し て 、 AGCレ ベ ル を 受 信 す る 。 AGCレ ベ ル が 大 き い ほ ど 、 す な わ ち 、 AGCの ゲ イ
ン が 高 い ほ ど 、 画 像 処 理 部 １ １ が 、 撮 像 し た 画 像 を 、 画 像 処 理 に よ っ て 明 る く 調 整 し て い
る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 つ ま り 、 電 子 シ ャ ッ タ 機 能 と AGC機 能 に よ る 明 る さ 調 節 は 、 CCD５ に お け る 光 電 変 換 に 際
し 、 CCD駆 動 部 １ ０ 、 も し く は 画 像 処 理 部 １ １ に お け る 、 明 る さ 調 節 で あ る 。 そ れ に 対 し
て 、 LED８ に よ る 明 る さ 調 節 は 、 被 写 体 へ の 直 接 的 な 光 量 変 化 、 す な わ ち 被 写 体 か ら の 反
射 光 の 光 量 変 化 を も た ら す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ S１ ４ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 輝 度 信 号 レ ベ ル と 所 定 値 と
を 比 較 す る 。 輝 度 信 号 レ ベ ル が 所 定 値 と 異 な る 場 合 、 つ ま り 、 得 ら れ た 画 像 が 目 標 の 明 る
さ を 達 成 し て い な い 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S１ ５ へ 移 行 す る 。 輝 度 信 号 レ ベ ル が 所 定 値
と 等 し い 場 合 、 つ ま り 、 得 ら れ た 画 像 が 目 標 の 明 る さ を 達 成 し て い る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ
ッ プ S１ ６ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S１ ５ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 得 ら れ た 画 像 が 目 標 の 明 る さ
よ り 明 る い の か 暗 い の か 、 つ ま り 、 輝 度 信 号 レ ベ ル が 所 定 値 よ り 大 き い の か 小 さ い の か を
判 定 す る 。 輝 度 信 号 レ ベ ル が 所 定 値 よ り 小 さ い 場 合 、 つ ま り 、 得 ら れ た 画 像 が 目 標 の 明 る
さ よ り 暗 い 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S１ ７ へ 移 行 し 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 LED駆 動 電 流
を 増 加 さ せ る LED駆 動 信 号 LCを LED駆 動 部 １ ３ へ 送 信 す る 。 こ れ に 対 し て 、 輝 度 信 号 レ ベ ル
が 所 定 値 よ り 大 き い 場 合 、 つ ま り 、 得 ら れ た 画 像 が 目 標 の 明 る さ よ り 明 る い 場 合 、 処 理 は
、 ス テ ッ プ S１ ８ へ 移 行 し 、 LED駆 動 電 流 を 減 少 さ せ る LED駆 動 信 号 LCを LED駆 動 部 １ ３ へ 送
信 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 所 定 値 と 輝 度 信 号 レ ベ ル が 等 し い 場 合 、 つ ま り 、 目 標 の 明 る さ を 達 成 し て い る 場
合 、 ス テ ッ プ S１ ６ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 AGCレ ベ ル 及 び 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル
に 基 づ い て 、 LED駆 動 電 流 を 減 少 さ せ る こ と が で き る か ど う か 判 定 す る 。 つ ま り 、 AGC及 び
電 子 シ ャ ッ タ が 限 界 ま で 機 能 し て お ら ず 、 か つ LED８ の 光 量 が 目 標 の 明 る さ を 達 成 す る の
に 十 分 な 光 量 で あ る 場 合 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ S１ ８ へ 移 行 し 、 LED駆 動 電 流 を 減 少 さ せ る LE
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D駆 動 信 号 LCを LED駆 動 部 １ ３ へ 送 信 す る 。 AGC及 び 電 子 シ ャ ッ タ が 限 界 ま で 機 能 し て 目 標
の 明 る さ を 達 成 し て い る 場 合 、 処 理 は そ の ま ま 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ S１ ７ 及 び ス テ ッ プ S１ ８ に お い て 、 LED駆 動 部 １ ３ の 電 子 ボ リ ュ ー ム ４ ０ は 、
シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ か ら の LED駆 動 制 御 信 号 LCを 受 信 し 、 そ の 受 信 し た LED駆 動 制 御 信 号 LC
に 基 づ い て 出 力 電 圧 を 変 化 さ せ る 。 変 化 し た 電 圧 は 、 オ ペ ア ン プ ４ １ へ 入 力 し 、 負 帰 還 に
よ る 動 作 を 経 て 、 ト ラ ン ジ ス タ ４ ２ の ベ ー ス へ と 伝 送 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ ４ ２ は 、 与 え
ら れ た 電 圧 値 に よ っ て 、 エ ミ ッ タ と コ レ ク タ の 間 の 電 流 値 を 変 化 さ せ る 。 つ ま り LED８ に
流 れ る 電 流 値 が 変 化 す る こ と に よ り 、 光 量 を 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の 後 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 観 察 状 態 を 引 き 続 き 監 視 し て い く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 画 像 を 処 理 す る た び に 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 、
得 ら れ た 画 像 の 明 る さ に 基 づ い た 光 量 制 御 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 常 に 観 察 に 十 分 な 光 量
を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 得 ら れ た 画 像 が 目 標 の 明 る さ を 達 成 し て い て も 、 AGC
及 び 電 子 シ ャ ッ タ を 調 整 す る こ と に よ り LED８ の 光 量 を 下 げ る こ と が で き る 場 合 に は 、 LED
駆 動 電 流 を 減 少 さ せ る 。 そ の 結 果 、 LED８ を 必 要 最 小 限 の 電 流 に よ っ て 駆 動 で き る こ と か
ら 、 LED８ の 熱 劣 化 防 止 と 可 能 な 限 り の 電 力 消 費 の 低 減 を 達 成 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ） 　
　 図 １ な ら び に 図 ４ か ら 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 図 で あ る 。 図 １ は 内 視
鏡 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。 図 ４ は 光 量 制 御 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。 図 ５ か ら 図 ８ は そ れ ぞ れ 観 察 画 像 の 明 る さ の 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） 、 （ b） 、 （ c
） 、 （ d） で あ る 。 図 ９ は 選 択 テ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 全 体 構 成 は 、 基 本 的 に は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の た め 、 同 一 の 構 成 要
素 に つ い て は 省 略 す る 。 主 に 、 本 実 施 の 形 態 と 第 １ の 実 施 の 形 態 と の 相 違 点 を 、 以 下 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 記 憶 部 ２ ２ は 、 図 ５ か ら 図 ８ に 示 す 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） 、 （ b
） 、 （ c） 、 （ d） と 、 図 ９ に 示 す 選 択 テ ー ブ ル と 、 を 記 憶 し て い る 。 　
　 上 記 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） 、 （ b） 、 （ c） 、 （ d） は 、 輝 度 信 号 レ ベ ル と 、 電 子 シ ャ
ッ タ レ ベ ル と 、 AGCレ ベ ル と 、 を 比 較 し た 結 果 に 基 づ い て 、 観 察 画 像 の 明 る さ の 指 標 値 Xを
決 定 す る た め に 用 い ら れ る 。 指 標 値 Xの 決 定 方 法 は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 選 択 テ ー ブ ル は 、 指 標 値 Xに 対 応 し た 照 明 手 段 制 御 テ ー ブ ル と し て の LED駆 動 テ ー
ブ ル Tｉ （ iは １ か ら nま で の 自 然 数 で あ る ） を 決 定 し て 選 択 す る た め に 用 い ら れ る 。 記 憶
部 ２ ２ に は 、 LED駆 動 テ ー ブ ル T i が n+１ 個 記 憶 さ れ て お り 、 閾 値 A１ か ら A n （ nは 自 然 数 で
あ る ） に よ っ て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 指 標 値 Xが 閾 値 A 1 未 満 の 場 合 は 、 LED駆 動 テ ー ブ ル T１ が 用 い ら れ 、 A

1 以 上 A２ 未 満 の 場 合 は LED駆 動 テ ー ブ ル T２ が 用 い ら れ る 。 以 下 同 様 に し て 、 シ ス テ ム 制 御
部 １ ５ は 、 図 ９ の 選 択 テ ー ブ ル を 利 用 し て 、 指 標 値 Xに 基 づ い て 、 記 憶 部 ２ ２ の 中 か ら 適
切 な LED駆 動 テ ー ブ ル T i を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 そ の 決 定 し た LED駆 動 テ ー ブ ル Tiに 基 づ い た LED駆 動 制
御 信 号 LCを  ケ ー ブ ル ２ ０ を 介 し て LED駆 動 部 １ ３ へ 発 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 光 量 制 御 処 理 の 詳 細 を 以 下 に 述 べ る 。 　
　 図 ４ は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ に お け る LED８ の 光 量 制 御 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 図 ４ の 処 理 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 画 像 処 理 部 １ １ か ら 映 像 信 号 を 受 信
す る 度 に 実 行 さ れ る も の で あ る 。 画 像 処 理 部 １ １ で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 、 AE機 能
が 動 作 し な が ら 画 像 処 理 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S２ １ に お い て 、 信 号 検 出 部 １ ４ は 、 画 像 処 理 部 １ １ か ら 受 信 し た 画 像
信 号 に 基 づ い て 輝 度 信 号 レ ベ ル 、 例 え ば 画 面 全 体 の 輝 度 平 均 に よ る 輝 度 信 号 レ ベ ル 、 を 算
出 し 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ へ ケ ー ブ ル １ ６ を 介 し て 伝 送 す る 。 従 っ て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １
５ は 輝 度 信 号 レ ベ ル を 受 信 し 、 ス テ ッ プ S２ ２ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S２ ２ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ １ か ら ケ ー ブ ル
１ ９ を 介 し て 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル を 受 信 し 、 ス テ ッ プ S２ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ S２ ３ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 処 理 部 １ １ か ら ケ ー ブ
ル １ ９ を 介 し て 、 AGCレ ベ ル を 受 信 し 、 ス テ ッ プ S２ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 ス テ ッ プ S２ ４ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 輝 度 信 号 レ ベ ル と 電 子 シ ャ
ッ タ レ ベ ル と AGCレ ベ ル と を 比 較 し た 結 果 に 基 づ い て 、 現 在 の 観 察 状 態 の 明 る さ を 判 定 し
、 指 標 値 Xを 決 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 図 ５ か ら 図 ８ に 示 す よ う に 、 輝 度 信 号 レ ベ
ル と 、 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル と 、 AGCレ ベ ル と 、 を そ れ ぞ れ ５ 段 階 に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 段 階
に 応 じ て 指 標 値 Xを 決 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 子 シ ャ ッ タ が １ /60sec未 満 の 場 合 、 例 え ば 1/125secの
場 合 、 輝 度 信 号 レ ベ ル と 電 子 シ ャ ッ タ レ ベ ル に よ っ て 指 標 値 Xを 決 定 し 、 電 子 シ ャ ッ タ が 1
/60sec以 上 の 場 合 、 例 え ば 1/30secの 場 合 、 輝 度 信 号 レ ベ ル と AGCレ ベ ル に よ っ て 、 指 標 値
Xを 決 定 す る 。 例 え ば 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 子 シ ャ ッ タ が 1/30secの 場 合 、 輝 度 信 号
レ ベ ル と AGCレ ベ ル 、 つ ま り 、 図 ５ も し く は 図 ６ に 示 さ れ る 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） も し
く は （ b） に よ り 、 指 標 値 Xを 決 定 す る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 画 像 の 明 る さ 目 標 値 に よ
っ て 、 図 ５ と 図 ６ に 示 さ れ る 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） も し く は （ b） の ど ち ら を 使 用 す る
か を 決 定 し 、 ス テ ッ プ S２ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 以 下 に 指 標 値 Xの 決 定 に つ い て 具 体 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 　
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S２ １ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 １ ２ ０ IREの 輝 度 信 号 レ ベ ル を
受 信 す る 。 続 い て 、 ス テ ッ プ S２ ２ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 AGCレ ベ ル と し て ４
を 受 信 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S２ ３ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 電 子 シ ャ ッ タ レ
ベ ル と し て １ /６ ０ secを 受 信 す る 。 す る と 、 ス テ ッ プ S２ ４ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １
５ は 、 指 標 値 Xを 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） ま た は （ b） か ら 決 定 す る 。 こ こ で 、 明 る さ 目 標
値 が 、 輝 度 信 号 レ ベ ル に お け る １ ０ ０ IREに 相 当 す る 場 合 、 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ b） を 用
い て 指 標 値 Xを 決 定 す る 。 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ b） の 輝 度 信 号 レ ベ ル は 、 １ １ ０ IREか ら ５
IREご と １ ３ ０ IREま で 、 ５ 段 階 に 区 分 さ れ る と す る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が ス テ ッ プ S２
１ に お い て 受 信 し た 輝 度 信 号 レ ベ ル は 、 １ ２ ０ IREで あ る の で 、 こ の 場 合 、 ３ が 選 択 さ れ
る 。 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が ス テ ッ プ S２ ２ に お い て 受 信 し た AGCレ ベ ル は ４ で あ る 。
そ の 結 果 、 指 標 値 Xは 、 X１ ２ と 決 定 さ れ る 。 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 こ の 指 標 値 X１ ２ を
、 ス テ ッ プ S２ ５ 以 降 の 処 理 に お い て 用 い る こ と に よ っ て 、 LED駆 動 テ ー ブ ル Tiを 決 定 す る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 図 ４ の 説 明 に 戻 る と 、 ス テ ッ プ S２ ５ に お い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 LED駆 動
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テ ー ブ ル Ti決 定 の た め に 、 記 憶 部 ２ ２ か ら 図 ９ に 示 す よ う な 選 択 テ ー ブ ル を 読 み 出 し 、 ス
テ ッ プ S２ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 続 い て 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 指 標 値 Xと 、 選 択 テ ー ブ ル の 閾 値 Aiと 、 を 順 次 比 較 し
て い く 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 iは ｎ 以 下 の 自 然 数 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 ス テ ッ プ S２ ６ に お い て 、 比 較 結 果 が X＜ A１ で あ る 場 合 、 シ ス テ ム
制 御 部 １ ５ は 、 ス テ ッ プ S３ ０ に 移 行 し 、 LED駆 動 テ ー ブ ル T１ を 選 択 す る 。 比 較 結 果 が X≧
A１ で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 ス テ ッ プ S２ ７ に 移 行 し 、 次 の テ ー ブ ル 選 択 を 行
う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S２ ７ に お い て 、 比 較 結 果 が X＜ A２ で あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は
、 ス テ ッ プ S３ １ に 移 行 し 、 LED駆 動 テ ー ブ ル T２ を 選 択 す る 。 比 較 結 果 が X≧ A２ で あ る 場
合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 同 様 に し て 順 次 指 標 値 Xと 閾 値 Aiを 比 較 し 、 引 き 続 き テ ー ブ
ル 選 択 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ S２ ８ に お い て 、 比 較 結 果 が X＜ Anで あ る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は
、 ス テ ッ プ S３ ３ に 移 行 し 、 LED駆 動 テ ー ブ ル Tnを 選 択 す る 。 比 較 結 果 が X≧ Anで あ る 場 合
、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 ス テ ッ プ S２ ９ に 移 行 し 、 LED駆 動 テ ー ブ ル T n + 1 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ S２ ９ 、 ス テ ッ プ S３ ０ 、 ス テ ッ プ S３ １ 、 お よ び 、 ス テ ッ プ S３ ２ に お い て 、 シ
ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 LED駆 動 部 １ ３ へ ケ ー ブ ル ２ ０ を 介 し て 、 選 択 し た LED駆 動 テ ー ブ ル
Tiに 基 づ く LED駆 動 制 御 信 号 LCを 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 LED駆 動 部 １ ３ は 、 LED駆 動 制 御 信 号 LCを 受 信 し 、 電 子 ボ リ ュ ー ム ４ ０ の 出 力 電 圧 を 変 化
さ せ 、 LED８ の 光 量 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ の 後 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ は 、 引 き 続 き 観 察 状 態 を 監 視 し て い く 。 　
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 記 憶 部 ２ ２ が 、 選 択 テ ー ブ ル に 加 え て 第 １ の 実 施 の 形 態
に お け る 駆 動 電 流 可 変 許 容 値 を 記 憶 す る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 １
５ が LED駆 動 テ ー ブ ル Tiを 決 定 す る と き 、 上 記 駆 動 電 流 可 変 許 容 値 に 基 づ い た 判 定 を 加 え
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ が 、 観 察 に 適 し た LED８ の 駆 動 電 流
を 細 か く 決 定 し 、 LED８ を 駆 動 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 述 し た ２ つ の 実 施 の 形 態 で は 、 AE機 能 下 に お い て 、 観 察 光 量 が 不 足 し
て い る と き は 、 LEDを よ り 明 る く し 、 観 察 光 量 が 過 度 な と き は 、 LEDを よ り 暗 く す る よ う に
、 シ ス テ ム 制 御 部 が LEDの 光 量 を 制 御 す る 。 そ の 結 果 、 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 観 察 画 像
は 、 常 に 最 適 な 光 量 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 LED駆 動 部 １ ３ に 、 図 １ ０ に 示 す
よ う な 抵 抗 Rと コ ン デ ン サ Cと い う よ う な 時 定 数 回 路 を 含 ん だ 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 駆
動 電 流 の 急 激 な 変 更 に よ る 突 入 電 流 が 発 生 し な い よ う に し て 、 LED８ の 保 護 を 図 る よ う に
し て も よ い 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 電 子 ボ リ ュ ー ム ４ ０ と オ ペ ア ン プ ４ １ の 間 に 、 直 列 に
抵 抗 Ｒ が 設 け ら れ 、 抵 抗 Ｒ と オ ペ ア ン プ ４ １ の 間 に 、 コ ン デ ン サ Ｃ の 一 端 が 接 続 さ れ て い
る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 オ ペ ア ン プ ４ １ か ら の 出 力 信 号 が 急 激 に 変 化 す る よ う な 波 形
に な ら な い の で 、 結 果 と し て LED８ に は 突 入 電 流 が 流 れ な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 LED８ の 寿 命 を 延 ば す 制 御 が 優
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先 さ れ て い る が 、 画 質 を 優 先 さ せ る 制 御 を 行 う よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 図
示 し な い ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス に 画 質 優 先 モ ー ド 切 り 替 え ス イ ッ チ を 設 け 、 こ の ス イ
ッ チ が 画 質 優 先 モ ー ド に 選 択 さ れ て い る 場 合 は 、 画 像 処 理 部 １ １ が 、 ノ イ ズ 源 と な り う る
AGC機 能 の ゲ イ ン を 下 げ 、 か つ 、 LED駆 動 部 １ ３ が 、 可 能 な 限 り LED８ の 照 明 光 量 を 増 や し
て 駆 動 を す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 CCD駆 動 部 １ ０ と 画 像 処 理 部 １ １
と LED駆 動 部 １ ３ と 信 号 検 出 部 １ ４ と シ ス テ ム 制 御 部 １ ５ と 、 を 別 々 の ブ ロ ッ ク と し て 構
成 し て い る が 、 そ れ ぞ れ の 構 成 要 素 を 組 み 合 わ せ た デ ジ タ ル 集 積 回 路 を 含 ん だ 構 成 に し て
も よ い 。 例 え ば 、 映 像 信 号 処 理 装 置 DSP（ Digital Signal Processor） 、 論 理 素 子 と し て
の FPGA（ Field Programmable Gate Array） 、 DSPと 中 央 演 算 処 理 装 置 CPU、 と い っ た 組 み
合 わ せ 等 に よ っ て 実 現 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 記 憶 手 段 と し て の 記 憶 部 ２ ２ は
、 例 え ば 、 書 き 換 え 自 在 な 記 録 媒 体 、 着 脱 自 在 な 記 録 媒 体 等 、 を 用 い て も よ い 。 書 き 換 え
自 在 な 記 録 媒 体 と し て は 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ M， フ ラ ッ シ ュ メ モ リ な ど で あ る 。 さ ら に 、 記 憶 部
２ ２ は 、 外 付 け の Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 で も よ く 、 さ ら に 、 Ｃ Ｐ Ｕ 内 蔵 型 の フ ラ ッ シ ュ メ モ リ で
も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 と 本 体 部 と が 接 続 さ れ て い る も の
で あ る が 、 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 が 、 本 体 部 に 対 し て 着 脱 可 能 な シ ス テ ム で も よ い 。 そ の
場 合 は 、 本 体 部 が 内 視 鏡 制 御 装 置 と な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 挿 入 部 先 端 部 が 着 脱 可 能 な ア ダ プ タ 式 で あ っ て も よ く 、 さ ら に ア ダ プ タ 内 に LED
８ を 配 置 し て も よ い 。 ま た 、 本 体 部 ３ 内 に LED８ を 配 置 し 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル 等 に よ
り 照 明 光 を 挿 入 部 先 端 か ら 照 明 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 観 察 画 像 の 明 る さ に 応 じ て 、 シ ス
テ ム 制 御 部 １ ５ が 、 LED駆 動 部 １ ３ に よ っ て LED８ の 駆 動 電 流 を 制 御 す る こ と に よ り 、 観 察
に 十 分 か つ 必 要 最 小 限 の 光 量 の 確 保 と 、 LED８ の 早 期 熱 劣 化 の 防 止 と 、 可 能 な 限 り の 消 費
電 力 の 低 減 と 、 が 可 能 に な る 。 　
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え
な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 発 光 ダ イ オ ー ド の 駆 動 回 路 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 光 量 調 節 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 光 量 調 節 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ a） 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ b） 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ c） 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 指 標 値 Xの テ ー ブ ル （ d） 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 選 択 テ ー ブ ル 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 発 光 ダ イ オ ー ド の 駆 動 回 路 の 変 形 例 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 １ 　 内 視 鏡 シ ス テ ム 、 ２ 　 挿 入 部 、 ３ 　 内 視 鏡 本 体 部 、 ４ 　 表 示 部 、 ５ 　 固 体 撮 像 素 子
と し て の 電 荷 結 合 素 子 、 ６ 　 レ ン ズ 、 ７ 　 複 合 同 軸 テ ー ブ ル 、 ８ 　 発 光 ダ イ オ ー ド 、 ９ 　
ケ ー ブ ル 、 １ ０ 　 CCD駆 動 部 、 １ １ 　 画 像 処 理 部 、 １ ２ 　 同 軸 ケ ー ブ ル 、 １ ３ 　 LED駆 動 部
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、 １ ４ 　 信 号 検 出 部 、 １ ５ 　 シ ス テ ム 制 御 部 、 １ ６ 　 ケ ー ブ ル 、 １ ７ 　 ケ ー ブ ル 、 １ ８ 　
ケ ー ブ ル 、 １ ９ 　 ケ ー ブ ル 、 ２ ０ 　 ケ ー ブ ル 、 ２ １ 　 ケ ー ブ ル 、 ２ ２ 　 記 憶 部 、 ４ ０ 　 電
子 ボ リ ュ ー ム 、 ４ １ 　 オ ペ ア ン プ 、 ４ ２ 　 ト ラ ン ジ ス タ 、 ４ ３ 　 抵 抗 、 LC　 LED駆 動 制 御
信 号 、 R　 抵 抗 、 C　 コ ン デ ン サ 、

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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